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＜タイトル＞

水稲の乳白粒の発生割合を収穫前に予測

＜当該研究成果のポイント＞

近年、水稲登熟期の不良気象条件により、乳白粒(※)の発生などによる

玄米品質の低下が頻発して問題となっている。これまで、農家が登熟中の

玄米の外観から乳白粒の発生を予測する手法がなかったことから、（独）農

研機構 九州沖縄農業研究センターと（株）ケツト科学研究所は、玄米横

断面の白濁部の画像解析により、水稲の乳白粒の発生割合を収穫の１０日

前に予測する機器を開発した。

（※乳白粒とは、玄米の検査等級を下げる未熟粒の1つで、表面の1/2以

上が白濁している粒を指す。登熟期の日照不足や台風、高温などの不良気

象条件で発生する。）

＜期待される効果・今後の展開など＞

本装置により、農家が被害を事前に把握し、農業共済制度の適用を受け

るための被害申告が的確に行われることが期待される。例えば、水稲の登

熟期に台風や日照不足、異常高温があった際には、万一に備え、収穫10日

前に圃場から玄米を採取して本装置により乳白粒の発生程度を予測するこ

とができる。

また、開発装置により収穫前の段階で圃場別に品質を予測することがで

きるため、仕分け入荷により共乾施設への被害米の混入を防ぐなど、品質

管理にも利用できる。
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水稲の乳白粒の発生割合を収穫の１０日前に
予測する機器を開発

これまで、登熟中の玄米の外観から乳白粒の発生を予測する手法がな
かった。

そこで
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玄米の横断面を見るための切断機、スキャナー、画像解析ソフトを組み
合わせて 収穫の10日前に乳白粒発生予測装置を開発合わせて、収穫の10日前に乳白粒発生予測装置を開発。
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本装置（玄米横断面解析）では収穫10日前で
乳白粒発生歩合の予測が可能

本装置の
利用により

農業共済の的確な被害申告や共乾施設への仕分け入荷などでの活用が
期待されます。


